














Reconsidering Charles Olson’s “Projective Verse” (1)
Yorio HIRANO
キーワード： チャールズ・オルソン Charles Olson 
 「投射詩論」 “Projective Verse” 





























































































MUST IMMEDIATELY AND DIRECTLY LEAD TO A FURTHER PERCEPTION），で
ある。この意味は，まさに言葉通りであって，あらゆる

























































は最高の金額が──１日に40時間──必要だ。というのは，根本から出て（from the root 
out），あたり一面から，音節が舞踏の姿をしてやってくるからだ。
　　「である」（“Is”）はアーリア語の語根が元になっている，息をするというような

















































































































































ウィリアムズ　ウィリアム・カーロス・ウィリアムズ（William Carlos Williams, 1883‒1963）。『パ
タソン』（Paterson, 1963）の作者。
キーツ　ジョン・キーツ（John Keats, 1795‒1821）。イギリスロマン主義運動の代表的存在。「ギ





方に住み，自然を歌った。『抒情民謡集』（Lyrical Ballads, 1798），『序曲』（The Prelude, 1805）
の作者。
ミルトン　ジョン・ミルトン（John Milton, 1608‒74）。イギリスの詩人。『失楽園』（Paradise 





















たった一つの知的存在　チャールズ・オルソン著『マクシマス詩篇』（Charles Olson, The 









知の舞踏（the dance of the intellect）　エズラ・パウンドの『読書案内』（“How to Read,” 1929）に
ある言葉。「言語」（Language）の章で，パウンドは「詩には三つの種類があると言う。その一
つがロゴポエイア（LOGOPOEIA）で，それを「語の間における知の舞踏」であるという













ハート・クレイン（Hart Crane, 1899‒1932）　アメリカの詩人。『橋』（The Bridge, 1930）の作者。
ニューマン・シェイ（Newman Shea）　『マクシマス詩篇』「手紙20──牧師書簡でないもの」
“Letter 20: not a pastoral letter”に登場するグロスターの漁師。グロスター漁業組合の元会長。
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